
日

、

３

回

目

の

「

京

16

都
市
行
財
政
審
議
会
」
（
大

学

の

先

生

等

を

市

長

が

指

名

し

て

構

成

。

市

は

財

政

危

機

だ

か

ら

改

革

案

を

考

え

て

ほ

し

い

と

依

頼

＝

諮

問

。

改

革

＝

市

民

に

と

っ

て

は

大

改

悪

）

が

開

か

れ

ま

し

た

。

国

保

や

敬

老

乗

車

証

、

学

童

う

歯

制

度

等

が
や
り
玉
に
挙
が
り
、
「
見

直
し
を
」
の
大
合
唱
で
す
。

市

長

の

目

指

す

市

民

サ

ー

ビ

ス

切

捨

て

策

に

お

墨

付

き

を

得

よ

う

と

す

る

も

の

で

す

が

、

元

々

、

審

議

会

委

員

は

市

長

の

「

お

友

達

」

の

先

生

方

。

市

民

か

ら

選

ば

れ

た

訳

で

も

な

い

の

に

議

論

の

内

容

を

来

年

度

予

算

に

反

映

さ

せ

る

な

ど
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

※

※

○

「

国

民

健

康

保

険

や

敬

老

乗

車

証

の

見

直

し

を

」

○

「

保

育

料

軽

減

や

保

育

園

職

員

へ

の

労

働

条

件

改

善

に

多

く

の

お

金

を

か

け

て

き

た

こ

と

も

財

政

危

機

の
一
要
因
」

○

「

学

童

う

歯

対

策

の

見

直
し
を
」

○

「

被

災

者

住

宅

再

建

支

援

に

つ

い

て

は

、

～

自

助

の
取
組
を
促
す
べ
き
」

○
「
財
政
が
厳
し
い
の
は
、

福

祉

な

ど

市

民

サ

ー

ビ

ス

が

、

長

い

間

、

大

き

か

っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
」

○

「

要

介

護

認

定

者

が

多

い

。

利

用

料

が

安

く

、

必

要

以

上

に

利

用

し

て

い

る

の
で
は
」

○
「
財
政
健
全
化
に
向
け
、

①

地

方

交

付

税

（

国

か

ら

自

治

体

へ

来

る

お

金

）

の

増
額
、
②
税
収
の
底
上
げ
、

③

施

策

の

見

直

し

、

の

三

つ

の

課

題

が

あ

る

が

、

①

は

相

手

が

あ

る

話

、

②

も

す

ぐ

に

は

ム

リ

。

従

っ

て

③

の

見

直

し

を

」
（

井

上

議

員

の

感

想

＝

そ

う

い

う

理
屈
で
、
特
に
①
を
放
棄
、

国

言

い

な

り

。

②

も

、

累

進

性

（

所

得

に

応

じ

た

負

担

）

と

の

発

想

が

皆

無

）

こ
く

た
恵
二
衆

院
議

員

と
街

頭
か
ら
議

会
報

告

※

井

上

議

員

の

訴

え

要

旨
を
紹
介
し
ま
す
。

※

※

「
ス
ガ
首
相
の
「
自
助
」

は

国

民

だ

け

で

な

く

自

治

体

も

対

象

。

自

治

体

へ

の

必

要

な

お

金

を

削

減

。

市

長

も

言

い

な

り

で

市

民

に

し

わ

寄

せ

。

国

も

市

も

変

え

よ

う

。

年

前

は

民

主

10

単

独

で

期

待

外

れ

。

今

度

の

野

党

連

合

政

権

は

、

ぶ

れ

な

い

共

産

党

も

ご

一

緒

さ
せ
て
頂
く
の
で
安
心
」
。

こんにちは、

日本共産党井上けんじです

日本共産党南地区委員会5 371-9164 自宅5 (F 兼)691-3323 （携帯） 090-7880-9442

日本共産党京都市会議員団 5２２２－３７２８ FAX ２１１－２１３０

市会議員団ホームページ http://cpgkyoto.jp/ E-mail info@cpgkyoto.jp ２０２０年９月２７日

高齢者インフルエンザ予防接種
１０月１５日から実施されます。

◎ 対象は原則として６５歳以上の方。

◎ 場所は協力医療機関（南区のほとんど

の病院・診療所）にて。年齢の分かる

もの持参。

◎ 料金は２ ,０００円ですが、低所得の
方などは安くなります。

◎ 安くなる人は、事前に、①協力医療機

関または井上議員宛て、申請書用紙を入

手し、②郵便にて申請書を郵送（茨木市

の民間会社へ）。８４円切手は自己負担。

③返送されてきた証明書を持って、④予

約のうえ、接種を受けに行く。無料の方

以外は医療機関にお金を払う。

※ 公務の民間化ではなく、市自身が担当

すべきです。安くな

るとは言ってもお金

の負担も大変です。

安くなる方

総所得金額１２５万円以下＝１ ,５００円
〃 １００万円以下＝１ ,０００円

市民税非課税、生活保護世帯＝無料

２，０００円の方は、直接、④から。

少人数学級求める署名活動(9/19)

国は、自治体に対 スガ首相「自助」

し、口は出すが、 「自分のことは自分で」

お金を出すの

はケチる 市は国言いなり「国の財政も大変」

諮問

京都市長 市行財政審議会

「市民向け施策見直しを」

ス
ガ
首
相
「
自
助
努
力
を
」

市
長
「
改
革
へ
、
ご
意
見
頂
き
た
い
」

市
審
議
会
「
国
保
な
ど
見
直
し
を
」


